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Abstract 　This　paper　suggests 　a　hypothesis　that　the　fbur止 step 　appears 　a丘er　the廿1ree　steps 　of 　Contents

industry　Evelution　Theory　indicated　by　Kabashima （2009），　The　fourth　step 　shews 　that　the　recording 　industry

system　has　bcen　formed　and 　developed　based　on　analogue 　sound 　rccording 　technology ，　and　that　thc　system

would 　change 　whcn 　digitization　tcchnology 　developes　and 　becomes　influcntial　existence 　connecting 　with

computers 　and 　ICT　technology ，　The　fburth　step　in　rccording 　indus駐y　evolution 　might 　have 　started　at　the　late

1990’s，when 　a　few　major 　companies 　re−intcgrate　business　fUnctions　and 　copyrights ．　On　the　other　hand，

comsumer 　has　been　able　to　upload 　and 　share 　the　contents 　since 　the　late　1990
「
s．
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ー
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1 ，は じめ に

　録 音技 術 の 登 場 以 降、サ ウン ドを 媒 体 に 固 定 して

作 られ る原 盤
1
を 複製 し レ コ

ード商品 を 流通 ・小 売す

る とい う産業 シ ス テ ム が 成立 ・発展 して い た 。 と こ

ろ が、技 術革新 の 影響 を 受けて 、レ コ
ード産 業 の シ

ス テ ム の 存立 が 揺 らい で い る。近年の レ コ
ード産業

は デジタ ル 化、ネ ッ トワ
ー

ク 化 とい う新 た な 技 術環

境 へ の 対応 に追 わ れ て い る，本稿は、技 術 を 基 軸 と

して 社 会 ・経 済 シ ス テ ム が 形成 されて い る とい う観

点 に 立 ち、レ コ
ー

ド産業を事例 に しな が ら、そ の 変

動 を 把 握 し よ うと す る も の で あ る。

2 ，先行研究

　ま ず、音楽産業を 「大規模技術シ ス テ ム 」 と捉 え

た の は武 石 （2005）で あ る。彼 は こ の 産 業 の シ ス テ ム

が 技術、ビ ジネ ス 、音楽の 相互 作用 か ら成 る と捉え、

か つ て ラ ジオ や テ レ ビ とい う新た な メ デ ィ ア の 登 場

が レ コ
ード・ビ ジネ ス の 仕 組 み を 脅か し た が 、シ ス

テ ム の 構成要素 の 変 更 が シ ス テ ム 全体 の 変化を促 し、

結果的に は 「新 た な秩序が 形成 され 、新 し い メ デ ィ

ア と レ コ
ードの 補 完 的 な 関係 が 築 か れ 」 た の だ と述

べ る （武 石、2005、325）。そ して、デ ジ タル 技術革新

の 影響 もこ の パ ターン と同様 に 秩 序が 形成 され る だ

ろ うと予 測す る。た だ、武 石 （2005）は 上 記 の 観点を

理 念的 に 示す に 留 ま る。
　技術革新 と社会

・
経済 シ ス テ ム の 変 更 と い っ た観

点 か ら音楽 産 業 な い し レ コ
ー

ド産業 を対 象 に 論 じ た

実証 的 な 調 査 研 究 は 決 し て 多 くない 。それ で も、い

1
原盤 とは レ コ ード商品の 元 とな る音源が 固 定 され た媒体

の こ とで あ る。著作 隣接権に お い て 「レ コ ード製 作者 の 権

利」 が 規定 され て お り、日本 で は 慣 習的 に音源制 作費 用の

負 担者が こ の 権利 （い わ ゆ る原盤権）を所有す る。

くつ か の 先行 研 究 は 、こ の 観 点 か ら捉 え 直す こ とが

で きる。生 明 （2004、2008、2009）は 日本 に おける レ

コ
ー ド産業 の 成 立 を歴 史的 に整 理 し た。そ れ に よ る

と 、国内 レ コ
ード産 業 の 成 立 は、欧米 メ ジ ャ

ー ・レ

コ
ー ド会社 の 海 外 展 開 の

一
部 と して 位置 づ けられる。

レ コ
ード商 品 の 現物輸入 に始 ま り、原 盤 ラ イ セ ン ス

と現 地 製造 、合 弁 会 社設 立 な ど を経 て 、欧米で 成 立

し た レ コ
ード産 業 の シ ス テ ム が 日本 に 定着 し、現 地

化 した こ とが 分か る。増渕 （2007）は 経済地理 学 の 観

点 か ら、日本 の 音楽 産 業 の 東 京 に お け る 産業集積 と、
地 方 への 分散 可 能 性 を論 じ て い る。そ れに よ る と、
と りわ け 1950 年 代 に急速 に 普及 し た テ レ ビ 産 業 と レ

コ
ード産 業 の 相 互 依 存 関係 が、タ イ ア ッ プ な ど 日本

特有 の 産 業 シ ス テ ム を形成 し た。

　生 明（2004 ）は 、 昭 和 初期 か ら 1950年代末 ま で レ コ

ード会社 に 垂 直統 合 して い た レ コ
ー

ド ・ビ ジネ ス の

6 つ の 機 能 （  録 音、  原 盤 の 制作、  レ コ
ード商品

の 製 造、  宣伝、  物流、  小 売 ）が、徐 々 に 分散 す

る過 程 につ い て も言 及 し て い る。特 に、初 期 の テ レ

ビ放送の コ ン テ ン ツ 不足を背景 に、1961 年以降、レ

コ ードの 原 盤制作 が、レ コ
ード会 社 の 外 部、す な わ

ち 芸 能 事 務 所 や 音楽 出版社 に よ っ て も行わ れ る よ う

に な る点 は 注 目に 値す る。そ の 後 1970−80 年代を 通

して レ コ ード原盤 の 制 作主体は 量的 に 増加 し、音源

の 制 作 に係 る生 産 者 の 組 み 合わ せ パ タ
ー

ン は 多様 化

し、現在 に 至 る。
　 以 上 の よ う な産業組織 の 変 化 に 関 して 、樺 島

（2009）は 音楽や映像、出 版 な どの コ ン テ ン ツ 産業に

共通す る進化モ デ ル を提 示 して い る （図 1）。それ に

よ る と、（D 「最初期 」 は技 術 の 発 明 とそ の 事業化 の

時期 で あ り、レ コ
ード産業で は 1877年の 蓄音機 の 発

明 か ら 1900年代初頭 に 登場 した初期 の レ コ ード生産

者 の 時代 が 該当す る。続 く （2） 「統 合 期 」 は 「後 年 ま
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で 続 く メ デ ィ ア 専用 の 洗 練 され た コ ン テ ン ツ の 形式

が確 立 され る よ うに な る」 時期 で あ る （前掲書、33）。
当 初、専門知識 は少 数の 人 材 に 限 定 され て お り、産

業組 織 は 分 化 し得 な い
。

ビ ジ ネ ス ・ス キーム が 完成

し、収入 が 増大 す る と、著 作 権制 度 、関連団 体、収

益分配 ス キ
ー

ム な どが 整 備 され、また、競争 も促 進

され る （前掲書、34）。（3） 「分離期 」 は、レ コ ード産

業 で は 1961 年 の 原盤 制作 の 外部化 （制 作 層の 分離〉

に 始ま る。樺島（2009）は その 原動力 と して 、  技 術

革新に 伴 う制 作費低下、  形式や知識 の
一

般 化 と参

入 障壁 の 低 下、  コ ン テ ン ツ の 多様化 と専 門化 、  
ニ
ーズ の 多様 化 とそ の 把握、  大企業の リス ク 回 避

行動 を 挙 げ て い る。ま た、小売 を含む 流通 層が 分 離、
寡占化 し、プ ラ ッ トフ ォ

ー
ム 化 す る。日本 の レ コ ー

ド産 業 にお い て は NRC とジ ャ レ
ー

ドの 2 社 が こ れ に

該当す る。樺島 に よ る と、流通 層 に お い て は 規模 の

経済 と、取引費用 の 節減が、分離 の 原動力で ある と

い う。

箪三■ 冒働鬮購

図 1．コ ン テ ン ツ 産業の 進化モ デル

出所 ： 樺島 （2009）図 5（p．31）よ り引用

　 こ の モ デ ル は 、レ コ
ー

ド産 業 の 歴 史 的 変遷 な い し

産 業組 織の 進化 の 実態 を うま く整 理 す る こ とが で き

る。た だ、近 年 の レ コ
ー

ド産 業 の 実 態 を よ り よ く観

察すると、こ の モ デル の 第三 段 階 を一
歩進 め た 第四

段 階 が 考 え ら れ る の で は な い か と思 わ れ る。本稿 で

は 、そ の 第 四 段 階 の 仮 説 構 築 を行 う。

3 ．レ コ ー ド産業の 進化の 第四段 階仮説
（1）1990年代 中葉以 降の 一部再 統合 化

　前 節 の 先行研究で 確認 され る よ うに、当初、垂 直

統 合 して い た レ コ
ー

ド産業の 産業組 織 は、そ の 後、
生 産 部 門 （具体的 に は 原 盤 制 作 〉の 外 部化

・
分散化、

流通
・
小売部門の プ ラ ッ トフ ォ

ーム 化 とい う経緯 を

経て 、レ コ
ー

ド会社 に は レ コ
ー

ドの 発 売 に係 る管理

機 能 と宣 伝 部 門 が 残 され る こ と とな る
2
。

こ う して 極

め て 多様 な 生 産 主 体が 、レ コ
ー

ドの 生産 ・流 通 ・販

売 お よ び 音 楽 著作権権利 ビ ジ ネ ス に 参入 可能 とな る。
こ れ は樺 島の 進 化 モ デ ル の 第三 段 階（分離期）の 説 明

2
現代 の レ コ

ー
ド ・ビ ジネ ス に は 3 つ の 基幹部門、す な わ

ち制作、宣伝、営業／販 促 が あ る （生 明、2004）。こ こ で い

う宣伝 とは マ ス メデ ィ アへの 宣伝活動 を指 し示 す。増渕

（2007 ）が 指摘す る よ うに大 手 レ コ
ー

ド会 社は 放送局 と地理

的近接性 を持 つ た め東京 に集積 し、密接 に 連 撓 して きた。
新 興 の 中 小 レ コ ード会社の 中に は こ の 宣伝部 門 を 外 部化 し

て い る場 合 もあ る。

と合 致 す る。

　そ れ で は、い か な る 生産主体 が ど の よ うな 組 織間

関係 で レ コ
ード ・ビ ジ ネス を行 っ て い る の か。生 明

（2004）が 指摘 し た 原盤 制作 の 外部 化 を踏ま え、
Asai （2008）は 2000 年代 に原 盤制 作 が レ コ ード会 社 に

回 帰す る と指摘 し た 。彼 らの 議 論 を 踏 ま え た 加 藤

（2012）は、よ り綿密な量 的調 査 を行 い 、原盤制作 の

レ コ
ー

ド会社 へ の 回 帰 は 2000 年代 よ りも早い 、1990

年代中頃 に 起点が あ る こ と を指 摘 し た。原盤制作の

レ コ
ード会社への 回 帰 が 意味す る の は 、一度 は レ コ

ード会社の 外部 へ と分 化 した 原 盤 権 が 、再 び レ コ ー

ド会 社に よ っ て 所 有され る割合 が増 加 す る とい うこ

とで あ る。

　ま た、加藤 （2012）は 日本 の レ コ ード産 業 に 特徴的

な分業 と協業 の 体系 で あ る 「トラ イ ア ン グル 体制」

（安藤、2002 ＞とい う枠組 み
3
を導入 し、レ コ

ー
ド会社、

芸能事務所、音楽出版社
d
の 3 業種の 組織間関係が、

1980 年 代 は比 較 的 分 業 的 で あ る の に 対 し て 、1990年

代 半 ばか ら 2000 年 代 初頭に か け て 顕著に 統合的に な

る こ と を指摘 した 。

　以 上 を整理 す る と、1990 年代 中頃か ら原盤権 と 音

楽著作権 が 大 手 音 楽 企 業 に 集 約 化 す る傾 向 が 顕 著 に

見 出 され る
5
。

（2）1990年 代 の タ イ ア ッ プと デ ジ タ ル 化 の 進展

　 それ で は、こ の 1990 年代中頃 とは 、同 産業に とっ

て ど の よ うな 時 期 で あ っ た の か。国内 レ コ
ー

ド市場

は 1998 年 に最 盛 期 を迎 え、2000 年代に 入 る と市場

縮小 の
一

途 を辿 り、そ の 後の 約 10 年 間 で 最盛期 と比
べ て 半分 以 下 の 市場 規 模 とな る

6
。

　烏賀 陽 （2005）に よ る と、1990 年代 は タ イ ア ッ プ 全

盛期 で あっ た。広告代理 店 の 最大 手 の 電 通 が キ ャ ス

テ ィ ン グ業務を本格化 した 時期 が 1990 年代前半で あ

り、1990 年 代 を通 し て こ の 事 業 が組 織 化 され 、子 会

社 とし て独立 した の が 2000 年 で あ っ た とい う（烏賀

陽、2005、98−90）。烏賀 陽は ポ ピ ュ ラー
音楽産業、

広 告 代 理 店、テ レ ビ と い う 3 つ の 産 業 が相 互 に 関連

し合 う実 態 を 指 し て 、 「J ポ ッ プ 産業複合体」 と称

して い る （前掲書、93）。1990 年 代 とは、こ の よ うな

複合 的 な メ デ ィ ア 産業の 実態 が 成立 ・発 展 した 時 期

で あ っ た。

　タ イア ッ プ の 典型的な構 図 は トライ ア ン グル 体制

とい う概念装 置 で も捉 え られ る。た とえ ば、あ る 楽

3
トラ イ ア ン グル 体制 とは レ コ

ー
ド会社、芸 能事務所、音

楽出 版 社 とい う三 業種 の 分業 と協業の 体系を指す が 、制度

化 され た もの で は ない 。
4
音 楽出版社 とは、詩 ・曲（楽 曲）に係 る音楽 著作権の 管理

とそ の プ ロ モ
ー

トを行 う業 種 で あ る。録音技術の 登場以前

は、楽譜 の 出 版 と そ の 著 作権管理 を行 っ て い た。
5

こ の 傾 向は少 な くとも ヒ ッ トチ ャ
ー

ト 1〜IGO位 にお い

て 見 られ る （加 藤、2012）。
6

こ の 状況 に 対 し て 、一部の 大 手 企業は レ コ
ー

ド商品 の 収

益の み な らず、音 楽 以 外 の 派 生 的 な 事 業か ら総合 的に 収益

を上 げるべ く、実演家 の マ ネ ジメ ン ト機 能 を 内部 化 し 強 化

して い る （360 度デ ィ
ール ない し 全方位 ビ ジ ネス ）。
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曲 が、あ る放送局 の 番組 の 主題歌 に 用 い られ る場 合、

楽 曲 の 音楽著 作 権 は 多 く の 場合、放 送 局 系 列 の 音 楽

出版社 に よっ て 所有され る。こ の こ とは、レ コ
ー

ド

商品 の 生産 ・発 売側 が、新譜の 宣 伝 手 段 を得 て 認 知

度 向 上 や販 売 促 進 を 図 る こ とが で き る だ けで な く、

そ の 楽曲の 詩 ・曲が 使用 され る度 に放 送局 系 列 の 音

楽 出版社が音楽著作権使用料を得 られ る仕組 み で あ

る こ と を意味す る。す な わ ち 楽 曲 の ヒ ッ トが放 送 局

に と っ て の 利益 に な るの だ。

　加藤（2012）に よ る と、1980 年代は各楽 曲 に係 る音

楽出版社 （共 同 出版）の 数は 主 に 1〜2 社で あ り、多 く

て も 3 社程度 で あっ た。と こ ろ が、1991〜2000 年 す

な わ ち タ イ ア ッ プ 全盛期に は 1 っ の 楽曲 を 4 杜 以 上

が 共 同 で 所 有す る ケース が 増加 す る。原 盤 に つ い て

も 同様 に、1990 年代を通 して 共 同原盤 の 原盤制作社

数 が 増加す る。換言す る と、タ イ ア ッ プ が 隆盛 を極

め た 時 期 に お い て は、各楽曲お よ び 各原盤 に係 る権

利 を、多くの メ デ ィ ア 関連企業 が 持ち合 う状態 で あ

っ た と言 え る 。 そ の よ うな中で 、一
部の 大手音楽企

業 が、権利 の 所有も組 織 も内部化 ・統合化 し始 め た

の で あ る。
　 1990 年 代 はデ ジ タル 化 に伴 う音楽制作費用 低 下 と、
そ れ に 伴 う制 作組織体制 の 変化 が、顕在 化 し始 め た

時期 で も ある。デジ タ ル 録音の 導入 開始 は 1960年 代

末 に 遡 る が
了、1982 年 に 光デ ィ ス ク の コ ン パ ク ト ・

デ ィ ス ク （以 下 CD）が 登 場 ・普及 した こ とで 最終消 費

者 に 届 け られ る 媒体 もデ ジ タル 録音に 対応 し た もの

となっ た。1960 年代か ら 1980 年代 に は、電子 楽器

の 開発も進み、シ ン セ サ イ ザーの 普及 は テ ク ノ 音楽

とい う新た な ジ ャ ン ル を生 み 出 した。1982 年 に は、

電子楽器 の デ ジ タル
・イ ン タ

ー
フ ェ イ ス の 共通規格

で あ る MIDI（Musical 　 lnstrument　 Digital

Interface）が 登 場 し、互 換性向上 が音楽制作 に 大 き

な変容 を もた した。柿原 （2003）に よ ると、　 「MIDI 規

格 が 公 開 され て か ら、ほ ぼ すべ て の シ ン セ サ イ ザー

は MIDI に 対 応す る よ うに な」 り、　 「MID正 シ
ーケ ン

サーが そ れ 専用 の ハ ードウ ェ ア か ら、汎用 の パ ー
ソ

ナル コ ン ピ ュ
ータで 動 く ソ フ トウェ ア に 変貌 を遂 げ

た」 とい う（柿原 、2003 、3）。
　柿原 に よ る と、1990 年代の 変化 で 重要 な こ とは、
コ ン ピ ュ

ーターや ハ
ー

ドデ ィ ス ク の 高 性 能 化 と低 価

格化 が 急速 に進 ん だ こ と、デ ジ タ ル
・

シ ン セ サ イ ザ

ーが コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

上 で 動くソ フ トウ ェ ア とな っ た

こ と 、 そ し て 、デ ジ タ ル ・レ コ
ーデ ィ ン グ を 統 合 的

に 支援す るの 音楽制作 ソ フ トウ t ア が 普 及 した こ と

で、　 「一昔前 で は 極
一

部 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル し か

使 え な か っ た り、大 手 の レ コ ーデ ィ ン グ ・ス タ ジ オ

で しか 利用 で きな か っ た り した フ ル ・デジタル ・レ

コ
ー

デ ィ ン グ環境 が一
気 に 『パ ーソ ナ ル 化』な らび

に 『大衆化』 を 果た し た こ とで あ る 」 （前 掲 書、12）。

　柿原 （2003）は 、音楽制作 の デ ジ タル 化 が 与え る影

響 に つ い て 経営学 の 観 点 か ら検 討 し、創作 ・録音 ・

編 集 の 各工 程 がす べ て デ ジ タル 化 す る と、各工 程 が

複雑 に 相 互 作用す る よ うに な り、工 程 間 が 曖昧化す

る と指 摘 す る。そ して、情 報 通 信 技 術 の 普 及 と相 ま

っ て 、　 「制 作 環 境 の パ
ー

ソ ナ ル 化 」 と 「協働関係 の

再構築 」 が 進 む と指 摘 す る （柿原 、2003、12＞。デ ジ

タ ル 化 に よ っ て 多 様 な 制 作 主 体 が 協働す る こ と が 可

能 に な る の だ が、工 程 間 の 区分 が 曖昧 に な る分、緊

密な摺合せ が 必 要 と な る 。 柿原 は、制 作環 境が パ ー

ソ ナ ル 化 す る な か で 、制 作体 制 の モ ジ ュ
ール は 「属

人 的 な ネ ッ ト ワ
ー

ク で 繋が る 少 人 数 の 緊密なチ
ー

ム

に な る の で は ない か 」 と示 唆す る （前 掲 書、12−13）。

　 こ の よ うな デ ジ タル 化 に 伴 う制 作 の パ ーソ ナ ル 化

が 、産業界 に お け る 音楽 制 作 の 組 織体制 を 変容させ

た可能性 が ある。他 方 で、制 作
・流通 ・小 売の すべ

て が デ ジ タ ル 対 応 とな る こ とで 、一
般 消 費者 の 音楽

視 聴 形 態や、消費者 自身 に よ る 音楽 の 生 産 活 動 も変

容 す る。1995年頃か らパ ソ コ ン が 普及 し、2000年頃

か らイ ン ターネ ッ トが
一

般家庭 に 普及 し 始 め る と、
ネ ッ トワ

ー
ク を 介 し た 音楽著作物の 違法 コ ピーが 問

題 視 され る よ うに なる。消費者 が 著作権者 の 許 諾 を

得 ず に 著作物 を公 開 ・送 信 可能 な 状 態 に す る こ とが

技 術的 に容易 に なっ た た め で あ る。
　また 近年で は 、イ ン ター

ネ ッ トの 動 画 共 有 サ イ ト

や ソーシ ャ ル ・ネ ッ トワ
ー

ク ・サービ ス （SNS）にお い

て 、一
般 消 費者 が 制作 した 無数 の 音楽や 映 像が 公 開

され 、共 有 され 、コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 交わ され 、
コ ミ ュ ニ テ ィ が 形 成 され て い る。こ うし た 「自分 た

ち で 作 る」 活 動 は 自 主 制 作 や 同 人、イ ン デ ィ
ーズ な

ど と呼 ばれ 、古 くか ら存在す る。たとえば毛利 （2008、
2012 ）は 音楽 に お け る DIY 的な生 産活動 の 事 例 を紹介

して い る。樺 島 （2009 ）も個人 制作 の 拡大 を 指摘 し て

い る。違法 ・合法を問わず、デジ タル 化 に よ っ て 実

現 さ れ る
一

般消費者 に よ る コ ン テ ン ツ の 公 開 な い し

配 信 の 拡 大 が 、産業側 と競合 し て い る 可 能性 が あ る。
（3）進化 モ デル の 第四 段階仮説

　以 上 を 整理 す る と、樺島（2009）が 示 す コ ン テ ン ツ

産 業 の 進 化 理 論 にお け る第 三 段 階の モ デ ル を一
歩進

め て、第 四段 階が あ る と考 え られ る の で は な い だ ろ

うか
。 そ こ で は、レ コ

ー
ド産 業の

一
部 の 上位 企 業 に

お い て、再 統合 化 が 見 られ る。流通 ・小 売 部 門 は プ

ラ ッ トフ ォ
ー

ム 化 し た ま ま で あ るが 、加 藤（2012）の

分析 結 果 か ら分 か る よ うに 、一
部 の 大 手 企 業 で は

1990 年 代 中頃 か ら、ト ラ イ ア ン グル （レ コ
ード会社、

芸能事務所、音楽出版社）の 組織間関係 が統 合 的 とな

る。すな わ ち、レ コ
ード発 売 機 能 とマ ネ ジ メ ン ト機

能が 同 系統 の 組 織 に よ っ て 行 わ れ る の で ある
B。権利

面 で は、音楽著作権 と原盤権を 内部化 す る 動 きで あ

る と言 え る。こ の 動 向 は、1961 年 以 降 の 原 盤 制 作 の

外部 化 に 始 ま る 第三 段 階 の 分 離 期 と は 明 らか に異な

る方向性 で あ る だ ろ う。
　他方 で 、デ ジ タル 化 、ネ ッ トワ ーク化 とい う新 た

Tl968
年、　 NHK技術研究所 が 初め て の デ ジタ ル 録音 に成 功

し、1971 年に は デ ジタル 録音 され た LP レ コ ードが 世界 で

初 め て 日本 コ ロ ム ビ ア か ら発 売 され た。

8
なお、1979−2008 年 に お ける統合的 な 組織 間関係 の 内 訳

を見 る と、時 期 に よ っ て 質 的な 違い が ある （加藤、2010）。
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な技術環境 に よ っ て、一
般 消 費者 が創作 ・編集 した

コ ン テ ン ツ が
、

プ ロ と 同 じプ ラ ッ トフ ォ
ー

ム に乗 り、
直接的 に競合す る状 況 が 生 じ て い る と 考 え られ る。
世 界 最大 の 音楽 配 信 プ ラ ッ トフ ォ

ー
ム で ある Apple

社 の iTunes （目本 で は 2005 年開始）で は、レ コ ード

会社 が 発 売 す る 楽 曲 の み な らず、ア マ チ ュ ア の 音 源

で あ っ て も ア ッ プ ロ
ードし配信す る こ とが 可 能 で あ

る。ま た、世界的 に展開され る EC サ イ トの Amazon

で もプ ロ の み な らず ア マ チ ュ ア の レ コ
ー

ド商 品 を 販

売す る こ とが で き る。動画共 有サイ トの YouTube や
ニ コ ニ コ 動 画に お い て も同様で ある。つ ま り、CD や

レ コ ードの 物 流や小売の 実店舗 が 、誰 もが 相 乗 りで

利用 し得るもの に なっ た の と同 様 で あ るが、そ れ 以

上 に 、産業側 と
一

般 消 費者 の 非 対称 性 が緩和 され、
両者 が 直接的に 競合 す る状 態 に な っ て い る の で は な

い か と仮説的 に 考 え られ る。

　特 に 国内の 動画 共有 サ イ トの
一

部 で は、視聴 者 の

手 に よ っ て 改変 ・編集 され た 二 次 著作 物 が 公 開 ・共

有 され 人 気 を 博 し て い る。従来、レ コ
ー

ド商 品 の 主

な 購買層 は 10 代 か ら 20 代 の 若者 で あ っ た が、こ の

年齢層 の 消費者が 、現 在 で は レ コ ード商 品 を購買せ

ず、動画共有サイ トで 公 開 ・共 有 され る 二 次著作物

を視聴 ・消費 して い る 可 能 性 が あ る。そ うで ある と

すれ ば、消 費者 に よ る 自生 的 な 生 産 活 動 が、従来 の

レ コ
ー

ド産業 と競合 し、顧 客 を 奪い 合 っ て い る とい

えるか も しれ ない
e。

　 こ の よ うに して 、樺 島 （2009 ）が 示 した 第 三 段 階の

モ デル が わず か に残 存す る
一

方 で 、従来 の レ コ
ー

ド

産業 シ ス テ ム の 外 部 に お い て
一

般 消 費者 の 生 産行為

が 拡大 し、従来型 の 産 業 シ ス テ ム と混 在 す る よ うに

な る の で ある （図 2）。こ の レ コ
ード産 業 の 進 化 モ デ

ル の 第 四段階仮説 は 、 こ こ 数年お よび 現在 の 実態を

よ く現 し て い るの で は な い だ ろ うか。レ コ
ード産 業

の 第三 段階（分離期）は、1961 年 の 原盤 制作の 外部化

に 始ま り、1970 年 代 末 の ア ナ ロ グ ・レ コ ードの 最盛

期 を経て 、1982 年に 登場 し た CD に よ っ て 形成 され

る音楽市場 の 二 つ 目の 最盛期を見 た。1990 年 代 中頃

か ら急速 に 統合的 に な る組 織 間 関 係 お よび 権利関係

が、第 四 段 階の 始 ま りで あ る可能 性 が あ る。
　 こ の 第 四段階仮説 か ら言 え る こ とは、従 来 の レ コ

ード産 業 シ ス テ ム とは、ア ナ ロ グ録音 技 術 を基 軸に

成立 ・発 展 し た シ ス テ ム で あ っ た と い うこ とで あ る。
こ れ が 樺島モ デ ル の 第

一
段階か ら第三 段階まで に 相

当 す る。と こ ろが 、デ ジ タル 録音技術 とい う技 術革

新が 、コ ン ピ ュ
ー

タ
ーと情報 通信 技 術 と結 び つ く と、

従 来 産 業 と一
般消費者 が プ ラ ッ トフ ォ

ー
ム 上 で 競合

す る状 態 、な い し は、従来産業の 仕組 み が
一

部 で 組

織的 に 強化 され る
一

方 で 消費者 自身 の 生 産活 動 が 伸

張 す る状況 が 生 じ る、と整理 す る こ とが で き る。

9
フ ァ イ ル 共 有 ソ フ トを 用い た違法 ダ ウン ロ

ー
ドに つ い て

調 査分析 した 田 中 （2005）は、こ の 消費者層 と、CD 購 買層は

異な る た め、両者は 競合し ない との 見解 で あ っ た。

戀圜圍樹
四

騾

　　　

図 2．
出所 ：

ma

レ コ
ード産 業 の 進 化 モ デ ル の 第 四 段 階仮説

樺島（2009）の モ デル に 筆者が 第 四段 階 を追記

4 ．まとめ

　本稿 は、技 術 を 基 軸 に 社会 ・経済シ ス テ ム が 形 成

され る とい う観点か ら、レ コ
ー

ド産業の 変動 に つ い

て 、樺 島（2009）の 進 化 モ デル を踏ま え 、第四 段 階が

あ る の で は ない か と の 仮 説 を提 示 した。こ の 第 四 段

階仮説 に よ っ て 、従来 の レ コ
ー

ド産業 シ ス テ ム が、
ア ナ ロ グ録音技術を基軸に 成立 ・発 展 して い た こ と

と、デ ジ タル 技術が コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

と 情報 通 信 技 術

と結 び つ き、広 く普及 し、社会的に影響力を持ち始

め る と、シ ス テ ム 全 体 が 変容す る こ とが把握 で き る 。

第四 段 階 は、1990 年代後半 以 降の 音楽市場 の 実 態 に

相当す るの で は ない か と仮説的に 考え られ る。
　今後 は こ の 第 四 段 階仮説 を 精緻 化 す べ く、消 費者

の 生 産活 動 に っ い て 調 査 を 行 う予 定 で あ る。ま た、
理論的な根拠 も示 す必 要 が あ る、こ の よ うな検討 を

通 して 、技術革新 と社会 ・経 済 シ ス テ ム の 変動 に つ

い て 解 明 して い きた い 。
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